
『臨床倫理学』１ 刊行にあたって

医療活動は、医学的・技術的視点と並んで、〈倫理〉と呼ばれる視点からも吟味され、評価され、また、これ
から何をすべきかについての指針を与えられる。そこで医療に専門的に携わる者には、そうした倫理的視点を
身に付けて、実際に活かすことが要請される。臨床倫理検討システム開発プロジェクトは、そのような要請に
応えるべく、医療従事者が現場において事例に即した検討をするためのシステムおよびツール類を整えること
を目指している。
本誌は、このような臨床倫理の営みが各医療現場に普及すること、また医療現場における実践をフィード
バックしつつ、理論的検討を深化させることによって臨床倫理学研究のさらなる発展を推進することを目指し
て、刊行される。
したがって本誌は、臨床倫理検討のための各種ツールについての情報、臨床倫理検討の事例報告、医療の諸
場面における特化した倫理的ガイドラインや諸ルール、臨床倫理学およびその周辺の研究論文等を掲載する予
定である。次号以降、内容を充実させることに心がけ、随時刊行して行きたい。投稿を歓迎する。
なお、本号は、1999年度の研究成果のまとめでもあって、ことに臨床倫理検討シートの開発に関しては、サ
ントリー財団から補助金を受けたことを、謝意を込めて記しておく。また、本号の一部には、1999～2001年
度に亙る文部省科学研究費補助金による研究の中間成果も含まれている。
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